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および受精卵を用いた一細胞解析系の確立を進めた。現在までに、卵細胞 1 個（6 反復）、
卵細胞 5 個（3 反復）、精細胞 1 個（3 反復）由来のトランスクリプトーム解析を終えてお
り、卵細胞サンプルの各反復間および各サンプル間で遺伝子発現プロファイルの高い相関
性が示された。今後、これらの手法を用いることで、最初期の受精卵発生過程における経
時的かつ網羅的な父母 mRNA 発現変動の解析等を通じて、受精卵発生における父母因子の
役割およびその分子機構のさらなる解明を目指すことができると考えている。 
 
 
